
Ⅰ

973020121.TIF

書 評―- --→ 

，
 

9

4

 
7'ー
）
 

i)

｀
 

‘̀ （
 

1
1
 

"X̀ 
i
p
 

究研史界廿
q（

 
仕版ー＇

'↓ 

ーぷ
ー
ー＇ 、

）

螂●●●＿

．．．．．．．． °
-
置
―•9
-

........ ―――――――――――
i-

永 積 I I召 笑い

『オランダ東イ ン

_＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_＿_＿璽――-.
.
.
 ＿＿＿＿＿＿＿_＿_＿＿ 
__ ＿●＿＿＿＿ 

．．．．．．．．．．．． 

ジペ2
 

ーり

ド会社」

ナプンダ東インド会社 止 jしい竹竹は連合東インド

会社 (VereenighdeOost Indische Compagnie)一の

名ぱどの西洋史の教科害1こもい斐ば必ず登場するいわば

西洋史定食メニューの・一つであるが，そのくせその内実

と歴史的役割は名前のポピュラーさに比してあまりよく

知ちかていない。本苫はこの！フ：ゲ束（ンド会社の歴

史を，その誕生から解散まご，叫＇ど 11'，_9!iれ1吏して描いた

111文，ドでの最初の概説芥てあパ，

竹行：tオランダ，アメリカ（‘-り）恥‘v‘}［｛［生活のみなら

す， l'ンドネシア大学文学祁バ｝）出，,iii'ハ紆験もあり，オ

ランダ語， インドネシア語ともに堪能な数＇少ない本格的

インドネシア史研究者の 1人である。また,L著に， The

Origin and the Earlier Years of the Budi Utomo: 

1908-1918,『東南アジアの価値1本系II,インドネシア』（共

侍）などがあり，現在，東京大学文学部助教授の職にある。

以いはじめに本背の概設を凰介し，そのあとで若干

し1)，扁，，l'在加えたい。

II 

本害の構成ぱ 8章からなっている。まず第 1章では．

オランダ東インド会社（以下，単に東インド会社と略す）

登場以前の東インド地域における諸情剪—い とりわけ香

糾をめぐっての貿易地図—ーを概観しながら，われわれ

に必速にして十分な予備知識を提供してくれる。次の第

3芥＇，ー(-は，オランダの国札おしび東 1’ ント会社設立の経

綺を、賛く第 3, 4, 5り＇，い t l71廿 •FI］やつうじて現地

にわけ刀東インド会社の地ル、，;叶Iヽ｛い＇，一、：：：そい力強い発展の

過札'1，ル，対日貿易をも含めて扱，で 9、／：い→-方，後半の

6, 7章では18世紀における東インド会社の領土的拡大

とそれとは裏腹の会社の斜陽化の進展を跡づけ，最終章

て，その解散の経緯をほかならぬオランダ本国の歴史の

歩みの中で位置づけている。以下，各章の内容をより詳

しく紹介してみよう。

第 1章 香科への道： tしささにし， i反したように，オ

ランクU)東洋進出 (16世糸古t:)以白j]）東インド地域に関

する必要不可欠な予備知識を与えてくれるもので，（1）マ

ラッカ海峡をめぐる諸国家の興亡一ー特にマラッカ王国

の歴史ー一，（2）東インド海域における東西貿易，南北貿

易（同地域と中国との貿易）の状況，（3）香料についての

悲L)），位況叫． 4打時のボルトガル、 ・<-..(ンとし＇った西

I ¥'沈IJ l]）‘]該氾域における動向， 151]tilil叫にはいってジ

,•「-） ：こ起こし）ノ）つあった変化，なと iFIれよく 1、とめて

こりし〕な叙述の進行のなかて 1）， 怜者ぶ特：こ力を人

れている点は，香料の説明と当時の当該地域における貿

易図の解明である。まず香料について，次のようなことを

教えてくれる。香料 ここでは香辛料を意味する一一

と：ま，胡椒，カルダモン，ジンジャー，肉桂，チョウジ，

ヶ，9..7ばどをさすが，いわゆる呑叶貿し｝と＇．廿）几ると

さll）け＇及ふ汎い意味でスパイスと託はいな千ョウジ

C:,_,'7,(,,し「）二つである。チョウ，；よモ i,、II)99打島，ニ

ダ人 'J --'f:c')種子がナッナックで 1［か｛ i'I、 -はバ

ン ‘,919打島臼 i＿叶地として，当時他；こ；iとこ 1こ；，産しなか

った。なお，これらのヨーロッパにおける用途は調味料

としてはもちろんのこと食用肉の貯蔵用としてより重用

されにということである。

次に，当該地域における貿易地図に関して，著者は，「ア

ジアとヨーロッパとの海上交通はボルトガル人の来航に

先たノ）ー・「→卜ものあいだ，アジア釦叫靡I¥)査が作り上

： ｝ご人ピ帖緻九網の目であって・・ 1 〖 16ミー 1 ＇’ノ、 Iボ

-> I、'J.，＇しか登場するまでの間に織られた凶緊貞易は今さ

：―,り、1こ戸卜 1＇ンを変更できるものではなかゾこ」 (22ペ

ージ）と述べて，ポルトガルの東洋進出は，西洋中心の

従来の歴史学の中で，いささか高く評価されすぎている，

と指摘している。一方，ボルトガル人の介入が一本の新

しい糸であったことは，紛れもない事実であり，このポ

ルトガルのマラッカ占領 (1511年）を契機として，マラ

ヅりこ吼笠け：)航路が誕生し，それがゞ ;ヽ/9―ァン（；ャワ西

讐，とア f-J--（スマトラ北端）とし、二二つ'9刀貞易国家

ビ兌屎させることになった，とし‘;)＇lリ実ぶ識を提出して

し•.-:, C 

泣1女に， ョーロッバの政治情努1こ石―l云及しながら，

ボルトガルの衰退とオランダ艦隊の東インドヘの最初の

到達 (1596年）を記して，この章を終えている。

第 2章 v.o.c.の誕生：はいわば東インド会社設立

前史とでもいうようなもので，同会社が誕生したほかな

らi;i/,  ｝」（．り風土と歴史，独立戦争L1)仕過，‘＇i時のオ

ごl /．i高 1^ 菜り状態東インド会社設立の経虔さらに

I 19 
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ば東インド会社の性格などをわかりやすく樅理してい

、い。紙数の関係もあり，ここではtr域の間係上本布〇理

解に必要不可欠なテーマだけにしぽってその概要を紹介

するに iiーめる。

まず当時のオランダ経済の状態についての著者の認識

ば以下C’-)tうに＇嬰約できズいすなわ t,, 元釆、南部ネー

デルランドのフランドル地方は，毛織物が盛んであった

が，独空戦争の激しい攻防戦で商工業者は大挙して北祁

（オランダ）にに［ししてさ}.:.。そり）古果，繁’だし）グ．）あ

った毛織物工業は新大陸へのオランダの輸出産業として

J]しも重喫れものどなり，新大陸の豊富な銀：iスペ/，．を

素通りしてオランダに流入した。この銀こそ香料などを

iとする東イン，ヽ買易にと ，て不n]欠の商占心あr,｝＿-［， 

次に，著者ぱ東インド会社設立の経緯をおよそ以下の

tうに略述してし］。 159(）年代，東(ンド航路に関する

枯報の入Fと北部に定住ナるようこ欠ったけJ,,；いネーテ 1レ

ランド商人の豊富な資金が支えとなって，いくつかの航

1訂会仕 遠国会礼、新航栂全社たど― う'"ぇ立さい’五

これらのうち， 1600年に前記諸会社が合併してできにア

］、ステルダム東（：ド会叶ば，アふステル＇ i勺 li‘し1，立1,、

らアムスデルタム商人間における買易独占権をりえられ

ていたがその役これ；ご似た形式9,T)会社がミッデルプ

ル I, rl yテル：： ］、， デll.I 卜な!::1- ラン I 怜地¢)，•『 i こ

林奴するに干った。この間， 14の公社が60余隻の船を東

（ジドに派遣し，競争激化，IJヽ ら利益］）成少を招','、たりご：，

連邦哉会は話会社の統合の必要を感じ， 1602年，連介東

(/ド会ti(V.0.C.) JJ，い立に踏頃っt-，

さて，このようにして設立された束インド会社の性格

i tどのよ＇うなものであったろうか、苔者はその特色とし

て以下のi化点をあi}ていらすなわい第 l：二，それは、

大塚久雄氏によってつとに説き明かされているごとく，

なお不完仝さをも t)つつも、当座企‘災的性格t'lt揚して

いる点において性昇最初の株式会社であるということ。

第2に，それは，「17人会」 (HeerenXVII).'::,‘われいr，:
役会の権限ー この権限の行使可能地域は宮望峰の東，

’̀/‘ェラ／海峡(1)百・―c＇)内容か「，して， r 9 ンダ・1•:I叶

-(iま特許云仕にすぎないが，ひとにび喜望11乍’]：回れill_I、•I

家に等しい権力をもっていること。第 3に，それは，「17

人公」やその下にある取締役会も合めて，は．f［はだがい］

主義的で，経理内容を一切公開せず，配当も恣意的に決

めるとしう非合理1‘'！を有 I--〈いる--1。なお， この位罰］

は以後 200年の会社の存紐期間中，遂にほとんど改革さ

れなかっだ。第 4に，その規模は‘-'iII『としご桁外れに入

I20 

去いこと•一ーオラング東インド会社の資本金 650 万グル

ーゞ ンに対して， iギリス東インド芸社の第 1回航洵いた

めの起債額は 6万8000ポンド (53万グルデン）と 10分の

1 以―Iヽ▲ぐある— で

第 3章征服者クーン：は東インド会社の現地におけ

/：拍礎囚めとそ・1後の::t1の力強し、発展v'）過程を第 4

代，第 6 代の東インド云i1総督こなった＇ロ・ピー—rJレ

スゾーン・クーンの努力を中心として跡づけている。こ

，.’i過程はさらに1「りつの間叫こ分けられる Q ナなわ乞，第

1期はバンテンの商館建設(1603年）からクーンによるジ

ャカ Jし ';~1がこクー：＇によりベクヴィアど改名される

占領 (1619年）まで。第 2期は第 4代総督クーンの

冶世 [l619~23年）。第，｝期はア：ボンり汀昔殺 (16□3年）
からマ l ラムのベタヴ (-1包囲 (1628～叫印）まで。第

4期はそれ以後の第 9代総督ファン・ディーメンの時代

(1636-4:>年）。

第 1の期間中，会社はボルトガルを蹴落し，イギリス

し相争{‘}；がら、 県拠fl夏浦l也を探知するへ，＇、東インド各

地の君上達と友好条約を結び，各地に次々と商館を設け

了いく この期間：こおけ,:,'最大し！）ヘイ・ラ fl、は，ケーン

によるソャカルタの占領であるか，それに先だつンャカ

lレタとの交渉の成功と条約の締結(1610年） 商館と倉

：小の建，と託可を凸0、一い歴史的り義も＇［して小さ＼，、は

ない。第 2期における叙述の中心は，クーンによるバタ

1ザィアしナランク民族心ラテン名）市建＇との事業に閂す

るものである。かれは原住民と華僑の移住を柑める一方，

加ねて］ー、＇）の i如こ従9，ご本国がらのオ⇒：ダ自山尺の

移住を要請し，「n］市の建設を進め云社の基礎をほぼ固め

る。しかし，その＂ーンも 1621年のバンダ？者島征服の後，

m年にi:t辞任す：）、ことと t；る。袷 3期はア：ボンの虐殺

ーオランダ要塞攻撃の計画ありとして，アンボンのイ

1 リス商節員1()名， H本人10名，ホレトガ！レ人 1名の全

員が死刑に処せられたという事件一ーで幕を切って落さ

れるが，これが梵歳と tこ，てイ＼))スは舌い諸島から手

を引き，さらにはジャワでも挫折し，遂に17世紀後半に

I t対東｛ ：ド政喰い大転換['はかることになる。一｝了，

lli世紀訓半マジャパイトJ国の衰退：こ際して，ジャワ北

岸の小国の反乱を押えこれを併合したスナパティの建国

になるマ？ラム丁爪」は，煩上のI吋方への批販を望み， 2 

回にわたってバタヴィア城に対して大規模な包囲戦を試

c八たが、央ィンド六社はこれを苦戦の末守り抜き，そしり後

はその安定度を増していった。第 4期にはいると，バタ

1ゞ ィアm町の形成ぱ進み、香料謡間の争乱も一時収1ぶ
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対ll貿功では西吹(])国として1雁1国辿商を許され｀ ｝：イ

ロンからポルトガル人を追払い，マラッカを占領 (1641

年）してボルト）fルに対ナ心肋利を次定的なもりこす

る。このようにして，東インド全社は弟 9{t総督フ,,:.-·• 

ディーメンの時，その黄金時代を迎えるのである。しか

し，＿1打者は， ての時すでにオ 7ンダ国民 i，りなかに小戊に

安んずる気分が見えている (86ベージ）， どすると、、昌滴

することを忘れていない。

席 4章 日本貿易：は目先を変えて． 17世紀Iii『半にお

けるナランタでC'）＜l・ : l貿易に光左：射てて‘イヽ ，'：｝。すな1、t,.

(1)対 H貿易におけるオランダの地位の確立までの経緯

ーーオランダ船リーフデ号の豊後漂将(1600年），平戸商

館の間戊 (1609いからイ"('}スの平囁館閉鎖 1.11む3

年）までのイキリスとの確執一~, (2)対日貿易における

対中国貿易のイ<nJ欠さとそれに伴う中国貿易をめぐって

の合冷における II本商人と tランダ人¥,，い）対立，心 也

の鎖国行発布に伴）オランダの対H貿易における優位確

立とその犠牲度—--＾＿パンカド（生糸の一括購人）方式に

よる買 I;、たたさ，！ふ原の乱における踏訟的協力要行、 [E

日，1- ランダ人U)'恥斤上の束縛など—ヽ--， i41丸Hl 貿切；ご3

ける取引の方法と取引の対象・―-！.K糸，織物，皮革類（以

上、諭出品），銀、金，銅i/）地金また， tt乍裕，椋り付 以

上，翰）ヽ 品） ｀ （5)東イ‘，ド会社K:'__ ての対．1貿沙

の重要性一 日本商館の利益は東インド会社管内の商館

のたかで群を抜＼ • (おり，他の商館のい員を補ってあま

りあるものであ〉 .9ビーたど、対H貿がり全貌を：Iぼ＇月

らかにしている。われわれはこれによって，「1本にあグ）た

オラ：ゲ商館がほかならぬ東インド会吐＼？）下にあ ．上こと

いう ‘I；りまえ 0)•J;？［を改めて認識する，［ I，lII寺に，目にさ

といオランダ人が，幾多の屈辱にもめげずに日本との貿

易を椿続した理由を今，十分に理解すろごとがでぎ心3

第5序陸にあがる：は従丸領土こ対してほどんど

無関心であった東インド会社が， 1650~80年代にかけて

のインドネシア内諸王国の内扮に干渉して．貿易上の特

村権を獲得しながら， i余々に 1」町1（本に t閏心をもちたし，

内陸に領土を拡張していく過程を扱っている。

：：り）蜀程はその前段階を含めて，さ「に三つのII111llliこ

分けることがてさる。智者に J:: れば， ~i\ J I開は16]．訂以

降，マタラムの政策転換ー オランダヘの反抗を諦め，

鋒先を束に向けろ一ーに合わせて平和条忍Jを締怯する

(164,i年）までり）時期で，東インド会出ょ領土に対して

まだ積極的な関心をもっていない。第 2期は第12代総督

マーツァイケルの下 (1653~78年）で，モルッカ，ティ

ドーレ，テル十テ，マカッサルの知乱の鎮圧、なし、しは肉

紛に介人することによって，インドネシア諸島東半分を

全仕の勢力下に置くー一ごれらは1667年の「ボ：ガヤの

和糸'、1」にt二達成 方，ア「ニーの衰退に乗じて

スマトラ各地，特に西海岸諸地域を会社の保護下におく

時期。会社は今までにない積極性を示しているが，依然

として貿置，りを唯責芯団の目的としている力、て根本的

には変わっていない (127ページ），と著者は断ずる。第

3期はファン・フーンス，スペールマン両総督の下， ト

内 l• ノジ J コ（マド内ラ十・子）の」＇ふしによっで弱体化し

たマタラムと一連の有利な条約を結ひ(1677~78年），続

いてバンテンの内紛への介入によって会社の特権を大幅

1こぷめた足的を締結ずるし1684年） II}j期。こ J叶月期にな

0と会社もはっきり国境確定に最大の関心をもつように

なっている。一方，ジャワの王権はことごとく東インド

こ月の承記ど（吊護を必要とし，会吐しり優位はふるぎなし

i,し！）とな／， C＇`‘る。

結｝心のところ，第 2期はいわば過渡期であり，内政不

|•ルの原具I] を［iボ持し tこマーツァイりルの死後、ファン・

フーンス咋：仔 スペーし・、＇ン総督］）間代にな・・，て会社の

方針は転換する。そういう意味において，スペールマン

応［じめr笥｝、であり，やがて情勢U)命ずるまよに提督や

将軍にもた 、＇こことい， いようと「ランダ東「＇／ド会社

の運命の縮図とでもいえる， と著者はいう。

泊6章 ふりこめた竹：は18世紀罰半における東イン

＇、会社の：ャワ社会へし 1)内部浸透を―-．．回にわこる王位継

承戦争への介入と二つの大きな事件を通して把えてい

゜
,
J
 

.‘ 

芥者はV、―9，う「内外の競争者を机除し終っど今、皮肉に

も会社の将来性はいつの間にか萎みかけていた。」 (141ペ

ージ）。そして，会社刀財政状態は，戦費のt曽大，領土拡

大に伴う各柿経費の増加，貿易額の戌少などに上って決

して満足すべきものではなかった。 18世紀初頭の東イン

I~会社は，およそこの上りな情勢］（：：四かれていだのであ

るc

このような状態のなかで起こった第 1次ジャワ継承戦

り(1704~08年）はマタヲム王アマンクラット 2刊の死に

にて生じ，ビド子と王弟どの間の王位継承争いであり，

第2次ジャワ継承戦争 (1717~23年）とは第 1次継承戦

争で勝利を納めたパクブウォノ 1世（前王の弟）の死に

tて引ぎ起ごされた長千対弟および叔父の十＾＿位継承争

いであるが，著者は，これら 2回の王位継承戦争におい

て，東インド会社がその一方に加担して，それを勝利に

I 2 I 
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導き，そ叫囁'iどして領l：を批大し，発肴枯．9旦胄大させ

ていく経過と要頃よくまとダ：心＼る。

次に 18世紀半ば頃のバタヴィア市の概観を示したの

ち， 1721~22年のエルベルフェルト事件一- ドイツ系混

血の老人ビ・— i• Iレ・エルヘルブェルトとジャロい贔族カ

ルタ・ド,・,1),'いがジャワり 3 ーロッパ人を什殺し：こし，

バタヴィアを秤い返す陰謀をたくらんだとして捕えら

れ，拷間自白ののち両人は野盆な方法で処刑されたとい

う事件。のみならず，エルベルフェルトの頭剖1ま野鳥の

つつくに t,」；いされ，かれり』囁骨は石の記，し碑に吠り込

められた l~ icいて174団に起こった「ヽ］ヴ 4 アの

狂緑」と呼ばれる動乱―'バタヴィア華僑の暴動とこれ

に対する，誤解と恐怖に某づいたオランダ人と原地人に

よる華｛喬り）炉穀一ーの詳釧にふれ｀植民地 U尼U)籾忍性

と当時の東ィシド会社のハ・，＇ヴ（ア支配のド応 i：ぎを抑

制的にてit友るが印象的tごi11i'ィー、ごいる。

最後にその後の東インド会社とマタラム屯国との関係

に言及して，パクブウォ／2世の失政による会社の領上拉

大とそれにfi'うマタラム0),会i,Lへの正式た 1,'JtLLj化(1743

年）の紆緯ヵ辻べられて＼，ヽ9̀.＼

第 7章 ジャワの支配：は18世紀半ばにおける東イン

ド会社建直しの試みと半ば以降のマタラム王家の相つく

分裂に伴う東（ンド会社によ 7)全ジャワ支配の完成の経

過を扱 9,-9：ー，，＇，i，

将者け主す、この会社建直しの七人公，：A.昇7iい合督フ

ァン・イムホフの基本的な考え方を，かれが総督就任前

に会仕首脳部に提出した「東インド会社の現状について

の考察」ど'<＇う慈見内に拠 (lillらかにする， 7,＇ン・

イムホ八］）は本忍識とば 「食tLの欠点は商 I、と 1月家元

酋という二つの異質なものを無理やりくつつけたところ

にあり，商業会社にはこの二重の仕事を遂行する能力は

ない」というものであるが，著者はこのような基本認識

に基づくかれ(/}意見書の谷贔 貿易，航班、領上保有，

内政―-(/）内在を紹介しにダ） ｛）、会社首脳晶こよ- >てそ

の大部分が認められた枯本的政策のイムホフによる実践

を跡づける。しかしその結果は，ファン・イムホフの精

力的な行政）j罪にも拘らず、会仕の独占会社としての特

権的な糸子済的地位には少しり）＇，変化もなく， 人々 :tll前の

腐敗を改汎丁心ことばかりと論し，原因の恨絶によ思い

及んでいなかった (177ページ）と著者はいう。

次に，第 3次ジャワ継承戦争(1749~55年）一ーパクプ

ウォノ 2|11リ）化による実［パクブウォ／ 3 |11 [•以父マシ

クーブー、、ならびに9、とこマ:/,・サイドとい＇化、 (l) 

I 22 

廿碍が述べられうが， この戦争占砧果，マタラム王国は，

スラカルタを都こナ:)-I、スフーj・ ン・ベクブウォ I.}|1| 

と，ジョグジャカルタを都とするスルタン・アマンクプ

ウォ Jl世（マンクーブーミ）と，さらにはススフーナ

： ］）頑土を一部戌 ll受iナたパンケラン・マンクヌガり］

[II:(・（ス・サイト）．＇ 1こつの系乱に分」』されるこビに灯

る。一方，バンプン王国も内紛が東インド会社の介入を

招き， 1752年の協定によって会社の保護領となり，これ

以後はあらゆる点で宗主国としての会社の統制の下に置

9: 1 ［るようにな心：

が／して，われj中；:l:18世紀末におし、ご，全ジャ IIO K 

配をほぼ完成させた東インド会社を見るのである……。

第 8章 落日：はオランダに生まれた東インド会社が

束イ：ドではな，＜，ぱいならぬナ⇒:,＇tで死んで＇` 、く主

ミ l'）経緯を概観し二る。

すなわち，著者は、オランダ文化ハ最盛期であ I‘)、＇黄

金の世紀」といわれた17世紀と「かつらの時代」と呼ば

れる18世紀とを対比し，文化の沈滞が政治・経済上の衰

l且'::iiじ道を多少（り叫期的ずれにあるにせよ，ほほ」砿

i-~.': とったことを各種の史実の上から確認する。次＇ヽ‘て

束イ／ド会社の 1逍振J)原因を（1）18世紀後半以降の東イ／

ドにおけるイギリス剪力の伸長，（2）スマトラ，カリマン

タン，モルッカにおける貿易の不振，（3)戦費等の出費に

上る束インド会礼財政の破綻，にKめている。さらに，

OL斗、こ違って会『l射款を大前提二しに小ーヘンドル→で）

東インド会社改革案 (1792年）の内容を紹介したのち，

この改革案が顧られないままに，フランス革命軍のオラ

ンダ侵入(1794年）から、バタヴィア共和国の成立 (1795

;lー）と経て， 1799叫 7)解散までひに上りする東イント丘

flビ）臨終の模杯をふ描している。

そして，最後に著者は， 「軍事的に弱少なオランダは

常にヨーロッパ大国間の とくにイギリスとフランス

[バ|！加の 勢力争＇｀ヽ：こ巻き込主わる危険をはらんで 1ィ‘

，ピ，， iは身のためc?）I，中父1こは理念や児則は必要ではtこい，こ

連邦液会を支月」して'•‘たオランダの面染ブルジョ rァ;‘―

は，利潤追求の技術屋であった。そしてオランダ東イン

ド会社を支配していたのはほかならぬかれらだったので

いる という文心＇，二仁丼を結ん，：し、ュ 9)

IlI 

以上が本書の概要である。ー読してまず痛感したこと

I t, ＇五間的にいョーロッパとア／、アにまたがり，時間的

こいまぼ200りに1にふオランダ東 f； ド会社の複惟な肛
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史t＇、非常にぅ上く整理し，，ふみやすく，い•いてしるとい

うことである。特に香料その他の説明など周到な予備知

識の提供と地図図表，年表などの適切な利用は，院者

の理解を助ける上で非常に役に立っている。さらに，史

実の詳細さにも拘らず，上手な章別溝成が全体として歴

史の推移を把えろのをきわめて容易にしている。見事な

構成りといわざるを得ない

ところで，著者は「まえがき」において，「東インド」

に重きを置いだいわば「オランダ東インド」会社の歴

史を虹図したと述べており，したが，ご，本書り功色

は，（1)「東インド」中心，（2)「被支配者側の歴史」の尊

重，（3)何年何月までも明確にする「歴史的に詳細な叙

述！，どいう 3点にわるとしている。そこで，筆者もこれ

らの 3点について著者の意図がどの程度生かされたか，

またそれがどんな副産物をもたらしたかという観点から

本，片に特千論許を加えてみ、9こし ‘o

第 1の点については，インドネシア内部諸国家の動向，

東インドにおける西欧剪力の力関係，東インド会社のお

膝元，、ダヴィアし＇）様相など東 1’ ンド全般し＇）情勢を背煉と

し（東インド芸社の動きを把えており，所期の意図はほ

ぼ達成されている。ただその結果，特に18世紀のオラン

ダの国内状況い東インドへ(/):tねかえりが表現の 1では

軽視されており，常別編成を東インド中心，本国中心と

きれいに分けてしまったために，かえってそのダイナミ

ックな動きを把えきれなか，だ面があ Zぃさらに欲をVヽ

えば東イント会社総督（、「内の動きを｛、う少し描いて欲

しかった。

次に第 2の心については，史料上り詞的にも1句らずイ

ントネシア内部諸国家の動向がかなり，ポ細に扱われてお

り，かれらが東インド会社の巧妙な政策の前にもろくも

崩れ去り，会t1い支配を廿受せざると得t；くなっご 1,、<

経過が生き生きと描かれており，ほぼ戊功してい:mで

はなかろうか。しかしこれとても，ないものねだりになっ... 
てし主うかもしれないが，束インド会社に対する原住民

側の反界反応がもう少しストレート；こわかれげなおよ

かったと思う。

さらに第 31})点について：ま，従来の類苫よりかなり詳

しく，Itかれて＼」、るし，それでし、て全休’)流れは決して乱

れていない。まさに著者の並々ならぬ力盪がうかがえる，9

ただ反面，詳述の結果，東インド会社の何たるかは解る

のであるが，ナランダと fントネシ，｝， Iこどって，これが

果たした役割が一体なんであったのか，かえってあまり

鮮明にはなってこない感じがする。しかし，いずれにせ

書評

よ全体としで見れば， 「オランダ東インド」会社という

著者の意図は見事に達成されているといえよう。

さて，最後に若干気のついた点を祀しておく。まず第

l iこ，用話の厳密な意味内容の説明不足ー一一定の歴史

的文脈における「保護領」，「属国」，「宗主国」等々の用

語の実質的内容がいまだはっきりしない点があった＿

第2に，東 fンド会社の経済状態：こ関する記述の相対的

少なさ 東インド会社の貿易，財政等の経済状態に関

する数字に裏づけられた表現が比較的少なかった ， 

窮，｝に，史実の順序の糾覚一~オラ：ダの独立立言とス

ペインの無敵艦隊の敗北一ー(37ページ），第 4に用語の

不一致ーー東インド評鏡員と東インド参事会員一ー(148

ベージ），第 5に地名tょとすランダ語の発音につし、ての側

凶—やけり，レイデン (Leiden), 7 ュルデン (Gulden)

〔貨幣名〕と記して欲しかった一ー。とはいえ，上述の

諸収は本杵の価値をしささかも札いものではない。

以上，し、プ）し、ろ勝手な論評を加えてきたが肝史の専Fり

家でない筆者の読み違い，不勉強のため，とんだ的はず

れ,，l)指摘をして多々非礼もあるかもしれなVヽ カ又その点

はお許し耀、とい。翠者は，著者がこれに続．ぐらオラ

ンダ東インド会社の崩壊から20世紀初頭までのインドネ

シー，＇史をでぎるだけ射い機会に執直されることを切に願

うものである。

（一橋大学大学院 内藤能房）

123 


	I
	II
	III

